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教科 理数 科目 
（学）理数物理

特論Ⅰ 

単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 物理 （数研出版） 

副教材等 リードα物理 （数研出版）フォトサイエンス物理図録（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理学は、運動と力を扱う「力学」から始まります。では、なぜ、「力学」から始まるのでしょ

うか？ それは、私たちが経験する多様な自然界の背後には、極めて単純な力学の原理・法則が

あるからです。水面波や音波などの「波動」は力学現象が空間を満たす媒質を介して伝わる現象

であり、「熱」は分子の運動によるものです。力学の原理・法則から自然界のいろいろな現象の

理由を解明する面白さ、さらには起こる現象を予測してみる楽しさを学んでいってください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象の探究を通して、物理学的に探究していく能力と態度を身につけ、物理学の

基本的な原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を身につけていきます。２年の物理では、力

学、波動、熱の分野において、この目標に向かっていきます。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

物理学的な事物・現象に関

する概念や原理・法則を理

解し、知識を身につけてい

る。観察実験での操作や整

理法を習得し、科学的に探

究する技能を身につけてい

る。 

物理学的な事物・現象の中に

問題を見いだし、探究する過

程を通して、事象を科学的に

考察し、導き出した考えを的

確に表現している。 

物理学的な事物・現象に関心

や探究心を持ち、主体的にそ

れらを探究しようとすると

ともに科学的な態度を身に

つけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

後

期

中

間

ま

で 

 

力

学 

運動量と力積 

運動量保存則 

反発係数 

等速円運動 

慣性力 

単振動 

万有引力 

a,b:基本的な概念を理解し、知識

を身につけている。 

c:力学について関心を持ち、自ら

意欲的に取り組もうしている。 

考査 考査 課題レポ

ート 

 

熱
力
学 

気体の法則 

気体分子の運動 

 

a,b:基本的な概念を理解し、知識

を身につけている。 

c:気体について関心を持ち、自ら

意欲的に取り組もうしている。 

考査 考査 課題レポ

ート 

 

波
動 

正弦波を表す式 

ドップラー効果 

a,b:基本的な概念を理解し、知識

を身につけている。 

c:波の式やドップラー効果につ

いて関心を持ち、自ら意欲的に取

り組もうしている。 

考査 考査 課題レポ

ート 

 

後
期
期
末
ま
で 

熱
力
学 

気体の状態方程式 

 

a,b:基本的な概念を理解し、知識

を身につけている。 

c:気体について関心を持ち、自ら

意欲的に取り組もうしている。 

考査 考査 課題レポ

ート 

 

電
磁
気
学 

静電気力 

電場 

電位 

物質と電場 

a,b:基本的な概念を理解し、知識

を身につけている。 

ｃ、電気について関心を持ち、自

ら意欲的に学ぼうとしている。 

考査 考査 課題レポ

ート 

 

波
動 

光の性質 

レンズ 

光の干渉と回折 

a,b:基本的な概念を理解し、知識

を身につけている。 

ｃ、波動について関心を持ち、自

ら意欲的に学ぼうとしている。 

考査 考査 課題レポ

ート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


